
その他、家庭菜園に関する相談は、JAの支店または営農経済センターまでご連絡ください。

情報提供は、西濃農林事務所農業普及課（TEL 73-1111）

「独特な辛みと香りが特徴！
世界中で薬味や香辛料として親しまれる～ショウガ～」

今月の
テーマ

赤かび病防除は、適期に確実に実施しましょう！

退緑黄化病の発生に注意！
たいりょくおう か びょう

西濃農林事務所農業普及課 ［技術課長補佐兼係長］　高橋 幸藏さん

西濃農林事務所農業普及課 ［技術課長補佐］　矢島 幹之さん

　令和７年産小麦の生育は、２月上中旬では平年より平均気温がや
や低く推移したものの、期間を通じて概ね高い日が多く、「イワイノ
ダイチ」「さとのそら」とも生育は順調に推移しています。今後の天
候次第では、平年より早く出穂期を迎える可能性があるため、注意
が必要です。
　令和７年２月25日名古屋地方気象台発表の東海地方の向こう３
か月の天候の見通しによれば、「向こう３か月の気温は、寒気の影
響を受けにくいため、平年並か高いでしょう。」となっています。
　小麦が出穂期を迎えたら、赤かび病防除の時期です。各ほ場の生
育状況をこまめに観察し、防除適期を逃さないよう心がけましょう。

　赤かび病菌が産生する毒素「デオキシニバレノール（ＤＯＮ）」
は、人に対して、頭痛・嘔吐・めまい等の急性中毒症状のほか、長期
間の摂取により成長抑制・免疫低下等の慢性中毒症状を引き起こし
ます。ＤＯＮが原料に混入した場合、製粉業者やメーカーの段階で
取り除くことが不可能なため、実需者から赤かび病の防除を確実に
行うよう強く求められています。食品安全の確保の面という意味で
も、重要な作業となります。
　このようなことから、赤かび病には厳しい検査基準が設けられて
おり、基準値１ppmを超えると出荷停止処分となるため、出穂期以
降２回の薬剤防除を徹底しましょう。

＜防除適期＞
　１回目：開花始め
　２回目：１回目の防除から10日後

　赤かび病は、開花期に感染しやすい病気です。一般に、出穂から
1週間程度で開花期を迎えますが、暖かい日が続くと開花が早まる
ため、ほ場での開花状況をよく確認して防除を行いましょう。また、
使用する薬剤は各地域の栽培暦を参考に選定し、農薬の使用基準
等を確認のうえ、地域住民や近接ほ場の他作物等に配慮し、適切に
散布しましょう。

１ キュウリ退緑黄化病について
　令和２年11月に、西濃地域で県内初めてとなるキュウリ退緑黄化
病の発生が確認されました。この病気は、うり類退緑黄化ウイルス
（CCYV）というウイルスによって引き起こされ、キュウリの他にメ
ロン、スイカ等のウリ科植物で発生が確認されています。
　主な症状は、葉の葉脈間に多数の退緑小斑点が発生することか
ら始まります。その後、小斑点が増加・拡大し、互いに融合して、葉
脈部のみに緑色が残った退緑黄化症状となります。この症状は、新
葉から症状が現れる黄化えそ病とは異なり、生長点付近の葉では現
れません。葉の黄化が進むと草勢が低下して、減収につながります。
　本病は、CCYVに感染した植物を吸汁したタバココナジラミが別
の株を吸汁することでのみ伝染します。したがって、退緑黄化病を防
ぐには、タバココナジラミの防除を徹底することが重要です。

２ 防除対策
〇雑草がコナジラミ類の増殖場所となるため、ほ場内外周の除草を
徹底する。
〇施設開口部に0.４㍉目合い以下の防虫ネットを設置する。
〇開口部、出入り口付近を重点に、黄色粘着板（１㍍間隔）・テープ
を設置し、誘殺する。

〇タバココナジラミは薬剤耐性が発達しやすく、薬剤耐性の発現を
防ぐため、同一系統の薬剤の連用はしない。また、コナジラミ類
が目視で確認できない状態での天敵（スワルスキーカブリダニ、
リモニカスカブリダニ）の放飼（ゼロ放飼）は効果が期待でき、省
力につながるため、次作から使用を検討する。　
〇キュウリ退緑黄化病の発病株は、伝染源となるため直ちに除去
し、ビニール袋に入れて完全に枯れるまで密封処理を行ったのち
処分する。
〇栽培終了時には、ハウスを密閉して蒸し込みを行い、タバココナ
ジラミを死滅させ、施設外への分散を防止する。

キュウリ

小麦

ショウガは薬味や香味などに使われるほか、血行を促進し体を温める効果があ
り、冷え性に悩む女性を中心に人気の野菜です。生育ごとに、「葉ショウガ」（葉6
～7枚時）、「根ショウガ」(新ショウガ)、貯蔵して辛みを引き出した「ひねショウ
ガ」があります。

植え付け 収穫

敷きわら
葉ショウガ収穫

・乾燥に弱いので、晴れが続く場合は2～3日に1回を目安に水やりをします。特に梅雨明け後は水切れしやすいので、株元に敷き
　わらを敷くと湿度を保つことができます。
・種ショウガは、発泡スチロールなどのトロ箱で芽出しをしておくと、植え付け後の生育が早まります。
・日当たりは必要ですが強い光は嫌うため、適度な日影ができる場所に植え付けましょう。
・連作障害を避けるために、同じ場所での作付けは２～３年栽培期間を空けましょう。

栽培の
ポイント

植え付けの2週間前に苦土石灰100㌘/㎡を施用して、深さ30㌢位までよく耕します。
植え付けの1週間前には化成肥料（N:P:K=8-8-8）100㌘/㎡を施しよく耕します。畑の準備

ショウガの本葉が2～3枚出て、草丈が15㌢程になったら化成肥料を30～50㌘/㎡施し、中耕・土寄せをします。1回目の土寄せ後、気温
が高くなる7～8月頃までに敷きわらをします。
1か月後に2回目の追肥（化成肥料30～50㌘/㎡）を施し、中耕・土寄せをします。

追 肥 ・
土 寄 せ

新ショウガは、辛み成分を含みませんので、辛み成分を出すために保存します。その場合、土中に保存する方法などがあります。
ショウガを保存する温度は13～15℃くらいで、湿度65%といわれています。
この条件を作り出すために、土中保存をします。(農研機構　最適貯蔵条件より）

保 存 法

20㌢ほど土を掘り下げて籾殻を敷き、その上にショウガ同士が触れ合わないように横にして並べ、土を2㌢以上被せます。これを繰り
返し、最後に籾殻をかぶせたら、土を10㌢以上盛り上げ、雨よけを兼ねてわらや落ち葉、枯草で覆っておきます。土中保存

大きな種ショウガは、あらかじめ40～60㌘に分割し、切り口を乾かしておきます。
植え付けは、地温が15℃程度になり遅霜などがない時期に植え付けます。植え付ける畝に深さ10㌢程の溝を掘り、種ショウガを畝に
対して縦向きになるように、30～60㌢間隔に並べます。種ショウガの芽が上向きになるようにして、厚さ5～6㌢土をかけます。

植え付け

・葉ショウガ：植え付けから約3か月後（葉が7～8枚の頃）まだ根が小さく柔らかい状態で、株元が赤くなったら収穫の適期です。
7月下旬頃に、根茎が小指程度の大きさになったら、葉が付いたまま収穫します。
・根ショウガ（新ショウガ）：地上の茎葉が黄色くなり枯れ始めたら、十分根が肥大した状態のもの（茎の付け根が鮮やかな紅色）を
収穫します。
・低温にあたると傷むので、霜が降る前までに収穫しましょう。

収 穫

畝幅60～70㌢、高さ10㌢の畝を立て、株間30～60㌢の1条植えにします。
植え付ける深さは、小ショウガなら深さ7㌢、大ショウガなら10㌢と品種によって変えます。

栽植密度

ショウガ
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栽培カレンダー

赤かび病が発生した穂

発病葉の退緑黄化症状 退緑小斑点

★ ★

特に気を付けたい害虫は、ハスモンヨトウやアワノメイガの幼虫です。葉や新芽を食害するので、見つけ次第捕殺するか殺虫剤を散
布します。病気では、ショウガは乾燥に弱いですが、逆に土壌の湿潤状態が続くと根茎腐敗病が発生する恐れがあるので注意が必要
です。

病害虫防除

たいりょくしょうはんてん
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